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1．問題の所在

19 世紀後半以降，アメリカの農業が大きく
発達する中で，西部地域は穀物類，牛・豚など
の食肉用家畜類の生産地となった。この西部地
域の農業の発達を受けて，ニューイングランド
などの東北部の農業の中心は都市向けの酪農・
野菜・果物類の生産に移った。西部のうち，中
西部と太平洋岸地域の間に位置する山岳部にお

いては，広大な農場における放牧や，人工灌
漑施設による果実等の生産が行われた（鈴木 , 
1972 , 394 -400）。
この時期の農業の発達について，概説書にお
ける山岳部の記述は中西部や太平洋岸地域と
比較して少なく，不明瞭な点が多い。例えば，
フォークナー（1969）やHurt（2002）において
は中西部と太平洋岸地域は扱われているが，山
岳部という枠組みは設けられていない。山岳部
についての研究蓄積が薄い訳ではなく，西部史
家らによって山岳部内の州や一部地域を対象と
した農業の発達についての研究が行われてい
る。本稿は国勢調査の区分における山岳部を対
象として分析し，地域的な特徴の把握を行う。
国勢調査における山岳部とは，モンタナ州，ア
イダホ州，ワイオミング州，ネバダ州，ユタ
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州，コロラド州，アリゾナ州，ニューメキシコ
州である（ブラッドショー , 1997 , 9 -18）。
20 世紀初頭の西部農業の発達の特徴として，
連邦政府による大規模な灌漑事業である「開
墾事業（Reclamation Project）」が行われた地域
における灌漑農業の拡大を挙げることができ
る。連邦政府は 19 世紀中から砂漠地法（Desert 
Land Act of 1877）によって西部の灌漑農業発達
を支援してきたが（鈴木 , 2007 , 45 -46），1902
年に成立した開墾法によって大規模なダム・貯
水池建設に乗り出した 1。この開墾法に基づく灌
漑事業が開墾事業であり，事業実施場所ごとに
異なる名前が与えられて区別され，山岳地域を
含む西部諸州で多くの事業が開始された（ライ
スナー , 1999 , 119 -135）。開墾事業によって西
部の灌漑農地面積は大きく拡大した（Pomeroy, 
2008 , 48 -50）。また開墾事業によって建設され
たダムが農地の価格に与えた影響を定量的に
分析したMirghasemi（2018）によれば，開墾事
業のダムは農地の平均価値を約 6 .4%増加させ
た。初期の開墾事業における農業の特徴とし
て，灌漑用水が使用可能であること，入植者に
農業の知識・経験が乏しいこと，農場の広さの
上限が 160 エーカーと定められていること，入
植者は土地の使用料を支払わねばならないこと
などが挙げられる 2。つまり，開墾事業領域は一
般的な山岳部とはやや異なる性質を帯びていた
といえよう。
開墾事業領域で栽培された作物の中には，市
場の動向から影響を受けた作付けが行われたも
のがあった。これは，同じ農作物について，価
格が高い時は広く作付けし，価格が低下すると
作付面積を縮小する作付け方法である。この
ような作物の例として，アリゾナ州ソルトリ
バー（Salt River）事業における綿花が挙げら
1 開墾法の成立プロセスについてはPisani （1992）の
273 -335 頁が詳しい。

2 入植者の性質についてはRowley （2006）。農場の面積
の制限、使用料等のルールについてはAnnual Report, 
1 st （1903）, 60 -63 .

れる。フェニックス（Phoenix）市近隣で実施
された同事業においては，温暖で乾燥した気候
と灌漑用水の供給によって，大規模な綿花栽培
が可能になった。1910 年代前半から綿花栽培
は徐々に発達したが，第一次世界大戦による価
格上昇を受けて，同時代人から賭けと表現され
るほど拡大した。ソルトリバー事業で生産され
る長繊維綿には，軍事目的で生産されるタイ
ヤ・飛行機の材料として大きな需要があった。
1920 年代に入ると，綿花の価格低下によって
作付面積の増加は落ち着いたが，同事業領域に
おいて引き続き広く栽培された（Worster, 1985 , 
222 -224；Luckinghum,1989 , 73 -78）。ソルトリ
バー事業における綿花の事例では，開墾事業に
よる灌漑用水の供給は，市場の高価格の影響を
受けた作付面積の拡大を支えていたといえる。
また，アイダホ州のミニドカ（Minidoka）事業
においては，農家は様々な作物の作付けを，市
場動向を考慮して行っていた。一方，市場の動
向の影響を受けていない作付け方法とは，短期
的な収益の大小を考慮せず，長期的に利益をも
たらす作物を栽培する方法である。しかし，こ
の作付けについては市場動向の影響を受けた作
付けと比べて，具体的な事例が取り上げられる
ことが少ない（Fiege, 1999 , 144 -145）。そして，
作物の種類によって市場動向との関係は異なる
ことが想定される。開墾事業領域で行われた農
業の特徴をより正確に理解するために，様々な
作物について検討を行う必要がある。
本稿が注目するのは，西部地域で広く栽培さ
れた作物であるアルファルファ（Alfalfa）であ
る。アルファルファは，ムラサキウマゴヤシと
も呼ばれるマメ科の牧草である。栽培に適した
気候はやや乾燥した気候であり，湿潤な気候の
下では生育が劣り，病害も発生しやすくなる。
水はけが良いアルカリ性土壌に最も適応し，排
水が悪い土地には適さない（石井・中世古・高
崎 , 1999 , 159 -161）。アルファルファは灌漑が
行われている西部の土地と非常に相性が良く，
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西部において 19 世紀中から広く栽培された
（Putnum et al., 2000）。アルファルファの特徴と
して，市場での販売を目的として栽培される単
純な商品作物と異なり，他の農作物の生産を助
ける用途を持つ点が挙げられる。市場で販売さ
れた場合は主に牧牛・牧羊業者が飼料として購
入したが，農家は自らが飼育する家畜の飼料と
してもアルファルファを用いることができた 3。
さらに根粒菌であるリゾビウム（Rhizobium）
属の存在から，栽培や緑肥としての使用によっ
て，土壌に窒素を供給し地力を回復させること
ができた（Fiege, 1999 , 147 -148）。このような
利便性の良さもあって，アルファルファは西部
において広く栽培された。一部の地域では商品
作物の生産と畜産業の両方を支える，農業の基
盤であると考えられていた（Coburn, 1908 , 173 -
174）。
本稿では，このように商品作物とは異なる機
能も備えたアルファルファの開墾事業における
作付けが，綿花等と同様に市場動向の影響を受
けていたかの検討を行う。利用する主な史料
は，開墾事業の担当官庁であった内務省開墾
局（Bureau of Reclamation）による年次報告書
（Annual Report） 4，および国立公文書記録管理局
デンバー館所蔵の書類である 5。

2．栽培面積の推移

年次報告書において，農作物のデータの掲載
が本格的に始まるのは 1915 年発行の 13 号から
である。データは 1913 年から 1925 年の期間に
おいて連続して利用可能である。このデータを

3 アルファルファは肉牛、乳牛、豚、馬、羊など様々
な家畜の飼料として用いることができた（Coburn, 
1908 , 138 -171）。

4 U.S. Department of the Interior Annual Report of the 
Bureau of Reclamation. Washington: U. S. Government 
Printing Office, University of Michigan.

5 Entry7 General Administrative and Project Records 1919 -
1929 (E7 ); Records of Bureau of Reclamation, RG115 
(RG115 ); NARA (Denver) (NAD).

用いて，山岳部の開墾事業におけるアルファル
ファの作付けの状態を把握することができる 6。
本稿が扱う山岳部で行われた開墾事業のおおま
かな位置は図 1に示した。全体で 17 の事業が
あるが，途中で打ち切られた事業と途中から開
始された事業が存在し，1913 年から 1925 年ま
でのデータが全て揃うのは 13 事業に留まる 7。
この山岳部で行われた開墾事業における，アル
ファルファの栽培面積の合計値の推移を示した
ものが図 2である。1919 年までは増加傾向に
あり，1913 年と比べて作付面積は約 1 .5 倍と
なった。1920 年以降には増加傾向が見られず，
推移は停滞している。この作付面積の拡大は，
開墾事業による灌漑用水の供給によって可能と
なっている。この図 2に示された作付面積の推
移をもたらした作付けは，市場動向の影響を受
けていたのであろうか。

6 州レベルのアルファルファの作付けデータは 1919 年
からの記録である。そのため，開墾事業と山岳部の
開墾事業を除いた地域の間で比較を行うことが難し
い（United States Department of Agriculture, Statistical 
Bulletin No.229 , 1958）。

7 部分的にしかデータが存在しない事業は次の通り。
ホンド事業（Hondo）は 1913 年から 1916 年まで，
グランドバレー（Grand Valley）事業とストロベリー
バレー（Strawberry Valley）事業は 1916 年以降，キ
ングヒル（King Hill）事業は 1918 年以降。
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図 1　山岳部における開墾事業の位置
（出所） 年次報告書より筆者が作成。注：○印が事業のおおよその場所を示す。

図 2　山岳部の開墾事業におけるアルファルファの作付面積（エーカー）
（出所） 年次報告書より筆者が作成。
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3．畜産業の市場動向による影響

山岳部は畜産の中でも，特に牛の飼育が盛
んな地域であった。1925 年の農業センサスの
データに基づいて，州と全国の 1農場あたり
の牛の飼育頭数を計算したものが図 3である。
山岳部のいずれの州も全国平均（図中のUnited 
States）を上回っていることがわかる。農家は
アルファルファを畜産業者に販売する以外に，
自らが飼育する家畜の飼料として用いることも
あった。つまり，その事業領域におけるアル
ファルファ栽培の主な目的が市場における販売
である場合や，牛の飼育が市場動向を意識して
行われていた場合に，畜産業の市場動向から影
響を受けたことが想定される。開墾事業を含む
地域であるアイダホ州スネークリバーバレー
（Snake River Valley）の灌漑農業を扱ったFiege
（1999）では，牧畜業の市場動向による影響が
確認されている。同地域では開墾事業開始前
の 19 世紀末には，灌漑農業によって栽培され
たアルファルファと牧畜が結びつき，市場向け
の栽培が発達していた。過剰な放牧によって草
地が枯渇すると，牧牛・牧羊業者はアルファル
ファを購入するようになった。1890 年以降は，
農家は主に牧畜業者に販売するためにアルファ
ルファを栽培していた。牧畜における飼料とし
ての需要に応じて作付面積は拡大を続け，特に
1910 年代には大きく増加した。しかし，1920
年以降は需要の縮小と過剰生産による価格の低
下に直面し，作付面積の増加傾向は落ち着い
た。同地域においては，畜産業の市場動向の影
響を受けてアルファルファの栽培が拡大したと
いえる。このフィージによるアイダホ州の事例
は，図 2における作付面積の推移とおおよそ整
合的であり，山岳地域の他事業においても畜産
業の市場動向による影響があったことが想定さ
れる。しかし図 2に示された推移から，畜産業
の市場動向の影響の有無を判断することは難し
い。開墾事業の全体面積は拡大を続けており，

市場動向とは無関係に作付面積が拡大していた
可能性もある。
山岳部の開墾事業における畜産業の市場動向
が作付けに与えた影響を検討するために，年次
報告書から作成したパネルデータを用いた回帰
分析を行う。被説明変数をALFALFAとし，各
事業のある年のアルファルファの作付面積につ
いて，前年の作付面積で割り，1を引いたもの
とする 8。説明変数としては次の（1）から（5）
を導入する。（1）畜産業のうち，食肉用の家畜
による影響を検討するために，食肉用家畜の価
格を農作物価格で割ったものであるMEATをラ
グ変数として導入する。相対的に食肉用家畜の
価格が高い時，飼育頭数の増加等が起こり，ア
ルファルファへの需要が高まると考えられる。
（2）畜産業のうち，酪農による影響を検討する
ために，酪農製品の価格を農作物価格で割っ
たものであるDAIRYをラグ変数として導入す
る 9。（3）各事業の各年のアルファルファの 1
エーカーあたりの収益額ARVをラグ変数とし
て導入する。市場で畜産業に販売した結果が収
益であるが，各事業での収益額の推移には差が
あり，その差の影響を考慮する目的の変数であ
る 10。（4）各事業各年の農場数をFARMとして
導入する。これは，農家の数が増加したことに
よる増減への影響をコントロールする為の変数
である 11。（5）天候不順による面積の減少が発
生したことを示すダミー変数としてSHOCKを
導入する。このダミー変数は史料中の記述に基
づく。iを事業インデックス，tを時間インデッ
クスとする。各変数の基本統計量，相関係数表
は表 1に示した。POTR，BEETSR，CTNRに
ついては後の分析で使用する変数である。以上

8 年次報告書のデータから計算。
9 変数MEAT, DAIRYはUnited States Department of Agriculture 
（1934）掲載の全国データを基に作成。

10 年次報告書のデータから計算。なお単位はドル。
11 年次報告書のデータから計算。ソルトリバー事業の
1919 年に関してはデータが見つからなかったため，
前年と翌年の平均値によって補完した。
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図 3　1925 年の 1農場あたりの牛の飼育頭数
（出所）Department of Commerce and Bureau of the Census （1927）より筆者が作成。

表 1　変数の基本統計量と相関係数表
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から推定式は次の式（1）のようになる。

 
（1）

この推定式（1）の結果を示したものが表 2
の左列である。食肉用家畜の価格による正の影
響が確認されており，山岳部の開墾事業におけ
るアルファルファの作付面積推移が，食肉用家
畜の価格の影響を受けていたことが示された。
なお，この分析は各事業における栽培が食肉用
家畜の市場動向と結びついた時期や経緯は明ら

かにしておらず，全ての事業の全ての農家が必
ず食肉用家畜の市場動向の影響を受けていたこ
とを示すものでもない。また，アルファルファ
の栽培目的において販売と飼料，いずれの比重
が大きいかに関しても明らかにしていない。し
かし，山岳部で 19 世紀から大規模な牧畜が行
われてきたこと（鈴木 , 2007 ,169 -180；岡田 , 
1988 , 225 -229），所有する土地面積に制約が存
在する入植者が牛の飼育を大規模に行うことは
難しいことから，多くのアルファルファが市場
での販売目的で栽培されていたと考えられる 12。
12 西部における牧畜に関して簡潔に整理されているものと
して鈴木（2007）169 -180頁、岡田（1988）225 -229頁。

表 2　推定結果
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4．他の作物の市場動向による影響

前章の分析により，1913 年から 1925 年にか
けての，山岳部の開墾事業におけるアルファル
ファの作付面積の増減に対する，食肉用家畜の
市場動向による影響が確認された。しかし，間
接的な影響として，他の作物の市場動向による
影響が存在する。具体的には，他の作物の作付
面積が増加した時の，アルファルファの作付面
積の減少である。農家は作付けを行う際に，ア
ルファルファのみならず，他の作物の作付けに
ついても考慮するのであって，アルファルファ
の作付面積が他の作物の影響を受けて推移した
ケースも想定される。
この点を確認するために，アルファルファの
作付面積が減少した際に増加した作物を確認し
たものが表 3から表 5である。表の事業は平均
的な作付面積が大きい順番に並んでおり，一度
もアルファルファの作付面積の減少を経験しな
かった事業は掲載していない。事業の様々な作
物の作付面積が増加しているが，綿花，ジャガ
イモ，テンサイ（Sugar Beet）などが増加した
際に，アルファルファの作付面積が大きく減少
する傾向が見られる。特に綿花やジャガイモの
作付面積が急激に増加した際に大きく減少して
おり，表の数値は因果関係を示すものでは無い
が，影響を受けてアルファルファの作付面積が
減少した可能性が高いといえる。これらの作物
は市場における販売を目的として生産される商
品作物であり，市場動向の影響を受けた作付面
積の大幅な増加であると考えられる。大きく作
付面積が増加した作物については，表に前年の
1エーカーあたり収益額を記載しているが，お
おむね前年に高い値が記録されている。なお，
高い収益額がただちに作付面積の増加に繋がる
ことはない。たとえ収益額が高かったとして
も，作物と相性の良い土壌が広く存在し，生産
した作物の販売先の見込みがあるなどの条件が
整わない限り，作付面積は大きく拡大しない。

例えば，モンタナ州ミルクリバー（Milk River）
事業において，ジャガイモの 1エーカーあたり
収益額は 150 ドルを上回ることが多く，これは
同作物が広く作付けされたアイダホ州のミニド
カ事業より高い。しかし，同事業においてジャ
ガイモの大規模栽培は行われていない 13。
他の作物の市場動向は，急激な増加を引き
起こした時以外にも，アルファルファの作付
面積に影響を与えていたのであろうか。推定
式（1）に次の説明変数（6）～（8）を加えた
推定式（2）によって，綿花，ジャガイモ，テ
ンサイの市場動向による影響を統計的に確認す
る。（6）POTRをジャガイモの 1エーカーあた
り収益額をアルファルファの収益額で事業ごと
に割ったものとし，ラグ変数として導入する。 
（7）BEETSRをテンサイの 1エーカーあたり
収益額をアルファルファの収益額で事業ごと
に割ったものとし，ラグ変数として導入する。
（8） CTNRを綿花の 1エーカーあたり収益額を
アルファルファの収益額で事業ごとに割ったも
のとし，ラグ変数として導入する。基本統計量
と相関係数については表 1に掲載している。以
上から推定式（2）は次のようになる。

 
（2）

推定式（2）の推定結果が表 2の右列である。
CTNRの係数が統計的に有意であり，山岳部の
開墾事業領域において綿花が作付けされた場
合，綿花の市場動向によってアルファルファの
作付面積の増減は影響を受けていたといえよ
う。推定式（1）に引き続き食肉用家畜の価格
による影響も確認できる。ジャガイモとテンサ
イに関しては影響が確認されなかった。この 2

13 年次報告書より計算。
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表 3　アルファルファの作付面積減少時に作付面積が増加した作物（1）
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表 4　アルファルファの作付面積減少時に作付面積が増加した作物（2）
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表 5　アルファルファの作付面積減少時に作付面積が増加した作物（3）
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つの作物については，大幅に増加した時にアル
ファルファの面積を減少させたと考えられる。

5．土壌による影響

山岳部の開墾事業におけるアルファルファの
栽培面積は，1913 年から 1919 年にかけて拡大
傾向を示し，その後は停滞的に推移した。前章
までの統計的分析によりその作付けは，食肉用
家畜の市場動向と，綿花の市場動向の影響を受
けていたことが確認された。山岳部の事業ごと
の作付面積を確認すると，概ね食肉用家畜の市
場動向を反映した推移をしている。図 4には，
1910 年代に概ね作付面積が拡大し，1920 年代
に面積が停滞的に推移した例としてニューラ
ンズ（Newlands），ミニドカ，アンコンパーグ
（Uncompahgre）の 3事業の推移を示した。食
肉用家畜の価格が相対的に高い 1910 年代と相
対的に低い 1920 年代の状況が推移に表れてい
るといえよう。綿花が作付けされていた事業に
関しては，綿花の栽培拡大の影響を受けるため
推移が異なる。
ただし，綿花が作付けされていない事業で
あっても，アルファルファの作付面積の推移が
全体的な傾向とは異なる事業があった。例え
ば，図 5に示されているサンリバー（Sun River）
事業においては，1920 年代も継続してアルファ
ルファの作付面積が増加している。図 5には合
わせて 1エーカーあたり収益額の推移も掲載し
ているが，1920 年以降は第一次世界大戦前の水
準に戻っており，作付面積の拡大の原因とは考
えられない。そして推計式（1）と（2）の目的
は作付面積の変動の詳しい説明には無く，両推
定式に含まれる説明変数から，この事業の推移
を説明することは難しい。そこで本章では同事
業の状況に注目し，アルファルファの作付面積
が 1920 年代においても拡大した理由が，市場
動向と関係したものであったか検討する。
個別事業の農作物栽培について確認できる情

報としては第一に，年次報告書の事業項目内
の農作物に関する記述がある。しかし年次報
告書の記述は年・事業ごとに分量と内容に差
があり，1921 年以降に関しては殆ど情報が記
載されていない。第二に，国立公文書記録管
理局デンバー館所蔵の開墾局関連史料に含ま
れる，個別事業の農業状態に関する書類があ
る。特に，農業状態についての調査報告書に情
報が豊富に記載されている。しかしながら，報
告書が事業領域全体を対象としていない場合が
ある。サンリバー事業についても農業状態の調
査が行われているが，事業を構成するいくつか
の区（Division）のうち，グリーンフィールド
（Greenfield）区に関する調査報告書しか残され
ていない。しかし，この区がサンリバー事業内
で占める割合は，作付面積において 8割以上，
農家数において約 7割であった。つまり同地区
は同事業の中心的位置にある区であり，この区
の状況を調べることで，図 5の推移の背景を概
ね把握することができる。
サンリバー事業のアルファルファの作付け

に影響を与えていたのは土壌の状態であった。
1910 年代からグリーンフィールド区では小麦
栽培が盛んであったが，小麦を継続して栽培
したことで，土壌の地力が低下し，雑草が生い
茂り，小麦の収穫量に悪影響が出るようになっ
た。このように痩せて荒れた土地は一度整備さ
れ，地力がなんらかの方法で回復される必要が
あった。土壌の地力悪化を受けて，家畜の飼育
に力が入れられるようになった 14。そして肥料
と飼料の役割を持つ作物であるスイートクロー
バーとアルファルファの作付面積が増加した 15。

14 1920 年代のはじめ，肉への需要は冷え込んでいたが
（Schlebecker, 1963 , 72 -85）、乳製品への需要はあった
（Fiege, 1999 , 150 -151）。また，土壌の悪化を受けて
小麦の作付面積が減少したわけではない。

15 Report on the Agricultural & Economic Conditions of the 
Greenfield Division – Sun River Project, Montana, By H. 
H. Johnson; File040 , Agricultural, Economic Condition 
and Results. thru 1929 : Sun River Project, Box1038 ; E7 ; 
RG115 ; NAD.



大　阪　大　学　経　済　学 Vol.69 No.3－ 34 －

図 4　アルファルファの作付面積の推移例（エーカー）
（出所）筆者が年次報告書から作成。単位はエーカー（Acres）。

図 5　サンリバー事業のアルファルファ栽培
（出所）筆者が年次報告書から作成。
注：作付面積はエーカー（左軸）。1エーカー当たり収益額はドル（右軸）。



December 2019 － 35 －米国山岳部の「開墾事業」におけるアルファルファ栽培：1913－1925年

つまり，小麦の連作によって土壌が荒廃し，家
畜の飼育の重要性と土壌の回復の必要性が増
し，アルファルファの栽培が発達した。土壌の
荒廃を契機として，アルファルファの飼料・肥
料としての役割が，商品作物としての役割より
も大きくなったのである。このような経緯で，
1920 年以降も同事業においてアルファルファ
の作付面積は増加傾向を示した。ただし，土壌
が荒廃した後の同事業におけるアルファルファ
の作付けが畜産業の市場動向の影響を受けてい
たか否かについては明らかではなく，土壌の荒
廃を受けて拡大した畜産業が，食肉生産と酪農
のどちらに力点を置いたかも明らかではない。
つまり，作付面積の増加の背景に土壌の状態が
あることは確認されたが，市場動向との関係を
土壌がどのように変化させたかについては，確
認することができなかった。
推定式（1）と（2）においては，得られた

データの制限から，土壌の地力による影響を各
事業について時間不変で一定であると仮定し，
説明変数に含めていない。しかし実際は作物栽
培の影響を受けて地力は変化しており，サンリ
バー事業のケースのように，アルファルファの
作付けに影響を与える場合があった。

6．結論

アルファルファには緑肥や飼料としての用途
があり，単純な商品作物とは異なる作物であっ
た。山岳部の開墾事業が行われた地域のアル
ファルファの作付面積は，1913 年から 1919 年
の間に拡大傾向を示し，その後 1925 年まで停
滞した。本稿ではその作付けと市場動向の関係
を考察した。
統計的分析により，食肉用家畜と綿花の市場
動向による影響が確認された。また，表を通じ
た確認によって，市場動向の影響を受けたジャ
ガイモなどの栽培拡大で，作付面積が減少し
た可能性が高いことがわかった。このように，

1913 年から 1925 年の山岳部の開墾事業におい
て，アルファルファは市場動向の影響を受けて
作付けされていた。ただし，土壌の荒廃によっ
て畜産業が発達し，アルファルファの飼料・肥
料としての役割が大きくなり，作付けが拡大し
た事業も存在した。
市場における販売とは異なる用途も備えた作
物であるアルファルファの作付けが市場動向の
影響を受けていたという結果は，19 世紀中か
ら牧畜が発達した地域であるという，山岳部の
特徴を反映したものであるといえよう。山岳部
の開墾事業におけるアルファルファ栽培は，同
地域で発達した牧畜を中心とする食肉用家畜の
飼育と，作付けが影響を受ける水準で結びつい
ていた。ただし，作付けが市場動向の影響を受
けたと言っても，1920 年代において作付面積
の推移は減少傾向に転じることなく，おおよそ
横ばいであった。市場動向の影響は，その影響
のみで作付面積を減少傾向に転じさせるほどに
は大きくなかったと言える。連続して作付面積
の削減が行われていない点には，市場における
販売とは異なる役割を備えているという，アル
ファルファの特徴の影響が想定される。また，
綿花やジャガイモの作付け拡大の影響を受けた
減少や，土壌の荒廃の影響を受けた作付面積の
増加には，開墾事業領域の特徴が反映されてい
るといえる。
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Alfalfa Cultivation on Reclamation Projects in U.S. Mountain States, 
1913-1925.

Takuro Hidaka

The federal government provided irrigation water to the Western United States in the early 20 
century. In such areas, the cultivated area of some crops such as cotton expanded and shrank in 
response to market trends. This paper examines the patterns of alfalfa in the mountain region. Unlike 
simple cash crops, alfalfa was a biological tool for producing other crops. Farmers used it as a soil 
conditioner as well as fodder. The acreage of alfalfa cultivation had expanded significantly before 
1920 but the expansion stopped thereafter. The statistical analysis showed that the change was 
affected by the market trend of livestock industry and cotton. Moreover, when the cultivation of other 
crops, such as potatoes, was expanded in response to market trends, the cropping area of alfalfa was 
sometimes reduced. On the whole, alfalfa cultivation were affected by demand from the livestock 
industry. This result reflects the regional characteristics of the mountain region, where livestock 
farming was prevailing.

JEL Classification: N42 , N52
Keywords：Reclamation Project, Alfalfa, Irrigation Farming, Livestock Industry


